ふぐ処理施設の基準

別表第三(石川県ふぐの処理等の規制に関する条例　第二十一条関係)
一　ふぐ処理施設は、不潔な場所に位置しないこと。
二　ふぐ処理施設の周囲の地面は、排水が良好であること。
三　ふぐ処理施設は、住居その他の施設と明確に区画し、かつ、その取扱いの量に応じた広さを有するものであること。
四　ふぐ処理施設の床は、清掃しやすい構造であること。
五　ふぐ処理施設には、衛生上適当な構造の排水設備を設けてあること。
六　ふぐ処理施設は、作業に必要な自然光線を十分取り入れることができる構造であり、人工照明による場合は、作業の場所において百ルクス以上の明るさを確保すること。
七　ふぐ処理施設には、使用に便利な場所に、消毒液を備えた手洗設備を設けてあること。
八　ふぐ処理施設には、食用のふぐの処理に使用するための専用の器具を備えてあること。
九　ふぐ処理施設には、食用のふぐの処理に使用した器具等を洗浄するための十分な大きさを有する流水式洗浄設備を設けてあること。
十　ふぐ処理施設には、水道水又は飲用に適する水を豊富に供給できる設備を設けてあること。
十一　ふぐ処理施設には、必要に応じて冷蔵又は冷凍設備を備えること。
十二　前号の冷蔵又は冷凍設備には、正確な温度計その他の計器を見やすい位置に備え付けてあること。
十三　ふぐ処理施設には、食用のふぐの不用な有毒部位を保管するための耐水性材料で作られ、かつ、施錠できる専用の廃棄物容器を備えてあること。
十四　ふぐ処理施設の窓、出入口その他開放する場所には、ねずみ、昆虫等の侵入を防止する設備を、排水口には、防そ設備を設けてあること。
十五　ふぐ処理施設には、従業員数に応じた清潔な更衣室又は更衣箱を設けてあり、かつ、それには専用の作業衣、履物等を備えてあること。
十六　ふぐ処理施設には、衛生上支障がない位置に従業員数に応じた数の便所を設けてあること。
十七　前号の便所には、ねずみ、昆虫等の侵入を防止する設備及び消毒液を備えた流水式手洗設備を設けてあること。
